
 
 
 
 
 

【令和元年度ボランティア活動状況】 

  農村災害ボランティアの平常時活動として、施設管理者からの要請に基づき施設管理者に代わり施設の

点検を行っています。 

本年度は道央・空知・道北の３グループが施設管理者への意向調査に基づき５地域の点検を実施しまし

た。点検結果については、随時、施設管理者へ報告することにしています。 

なお、過去の点検結果については、水土里ネット北海道のホームページに掲載されていますので参照し

てください。          【http://www.htochiren.jp/saigai/kyougikaikeii.htm】 

 

グループ名 活動先団体名 点検施設 活動時期 備   考 
道 央 篠津中央土地改良区 用水路 1 条 R1.8.28 18 名参加 

石狩土地改良区 用水路 1 条 R1.9.17 19 名参加 
上ノ国土地改良区 頭首工 1 ヵ所 

揚水機場 1 ヵ所 

R1.9.4 15 名参加 
（内、道東Gより 2名参加） 

空 知 江部乙土地改良区 ため池 1 ヵ所 R1.10.1 25 名参加 
道 北 当麻土地改良区 用水路 1 条 R1.9.19 22 名参加 

                                                                       

※ 令和元年１２月中旬に令和元年度ボランティア活動報告会の開催を予定しています。 

 

【ボランティア等の登録状況】 

 令和元年度に農村災害ボランティア２３名の方が新規に『農村防災・災害ボランティア活動協議会』に登

録されました。 

 近年、農村災害復旧専門技術者の新規認定者数が減少しています。また、認定者が次の更新を行わないな

ど更新者数も減少傾向にあります。令和２年２月には、「災害復旧技術向上のための講習」を開催予定してい

ます。積極的な受講をお願いします。 

 

◆『農村災害復旧専門技術者』                   （令和元年１０月末時点） 
農村災害復旧専門技術者（ボランティア重複） 農村災害ボランティア 合 計 

７２（１１）名 １６０名 ２２１名 
 

所 属 開発局 北海道 
市町村 
改良区 

コンサル 
ゼネコン 

合 計 

現 役 ９ ２７ ４ １０ ５０ 
O B ３ １４ ５  ２２ 
合 計 １２ ４１ ９ １０ ７２ 

◆『農村災害ボランティア』（４グループ） 

 ［道央Ｇ（４９名）～石狩・渡島・檜山・後志・日高］ 

［空知Ｇ（４２名）～空知・胆振］ 

 ［道北Ｇ（３８名）～上川・留萌・宗谷］ 

 ［道東Ｇ（３１名）～オホーツク・十勝・釧路・根室］ 
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【災害復旧事業技術担当者会議を開催】 

 近年、技術職員の減少に合わせて災害経験者が減少す

るなか、大規模な災害が発生した場合、迅速な対応が図

られるよう、６月２６日（水）～２７日（木）の２日間

にわたり、道・市町村・土地改良区の職員や災害復旧専

門技術者の方々８１名が参加し『令和元年度災害復旧事

業技術担当者会議』を第２水産ビル会議室において開催

しました。会議では、１０のグループに分け過去の申請

地区を題材として災害査定実務演習に取り組みました。 

 参加者の約８割が災害未経験者であることから、講習 

では専門技術者や災害経験のある皆さんのリーダーシッ 

プが大いに発揮されたところです。 

                                                    

【令和元年発生災害の概要】 

【８月豪雨災】  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

【胆振東部地震復旧状況】 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

秩父別町：農道 雨竜町：排水路 新十津川町：用水路（排水路） 

被災状況 平成 30 年 12 月撮影 復旧状況 令和元年 5 月撮影 

翌春の営農に支障を来さぬよう年度内での復旧を予定しております。 

着実に復旧は進んでおり、本年度は営農を再開することができました。 


